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Ⅱテモテには、後世の教会に大きな励ましとなった聖句がいくつもある。 2025 年 5 月号

の『福音と世界』に「聖書翻訳と日本語」を特集し、翻訳の苦労と苦心を興味深く報告し

ていた。Ⅱテモテの聖句を三つ、私の持ついくつかの聖書の翻訳を並列し、紹介したい。 

Ⅱテモテ 2:9  文語訳＝「我はこの福音のために苦難を受けて悪人のごとく繋がるるに

至れり、されど神の言は繋がれたるにあらず 。」 口語訳＝「この福音のために、わたしは

悪者のように苦しめられ、ついに鎖につながれるに至った。しかし、神の言はつながれて

いない 。」 新共同訳＝「この福音のためにわたしは苦しみを受け、ついに犯罪人のように

鎖につながれています。しかし、神の言葉はつながれていません 。」 聖書協会共同訳＝

「この福音のために私は苦しみを受け、ついに犯罪人のように鎖につながれています。し

かし、神の言はつながれていません 。」 岩波訳＝「この〔福音の〕ために私は悪業を働く

者のごとく鎖に繋がれるまでに苦しみを受けているが、しかし神の言葉は〔鎖に〕繋がれ

てはいない 。」 フランシスコ会訳＝「わたしは、この福音のために、犯罪人のように鎖に

つながれて苦しみを受けています。しかし神の言葉はつながれていません 。」 この聖句は、

代々のキリスト者が迫害に苦しんでいた時、支え、励ましになった言葉である。マルティ

ン・ルターが、「我ここに立つ。神よ救いたまえ」と叫んだ言葉を連想させる。 

Ⅱテモテ 3:16  文語訳＝「聖書はみな神の感動によるものにして、教誨と譴責と矯正と

義を薫陶するとに益あり 。」 口語訳＝「聖書は、すべて神の霊感を受けて書かれたもので

あって、人を教え、戒め、正しくし、義に導くのに有益である 。」 新共同訳＝「聖書はす

べて神の霊の導きの下に書かれ、人を教え、戒め、誤りを正し、義に導く訓練をするうえ

に有益です 。」 聖書協会共同訳＝「聖書はすべて神の霊感を受けて書かれたもので、人を

教え、戒め、矯正し、義に基づいて訓練をするために有益です 。」 岩波訳＝「聖書全体は

神の霊によるもので、教化のため、反駁〔して誤りを自覚されること〕のため、矯正のた

め、義に基づく釧導のために有益である 。」 フランシスコ会訳＝「聖書はすべて、神の霊

感によるもので、人を教え、戒め、誤りを正し、義に導く訓練をするために有益です 。」

この聖句は、聖書記者たちが神とキリストを証ししたいと聖霊に導かれて書き、代々の教

会は、これを「神の言葉」として受け止め、伝承していった。しかし、歴史的研究によっ

て、時代の制約を受けて書かれ、現代では受け入れられない言葉もあることも覚えたい。 

Ⅱテモテ 4:2  文語訳＝「なんぢ御言を宣傳へよ、機を得るも機を得ざるも常に勵め、

寛容と教誨とを盡して責め、戒め、勸めよ 。」 口語訳＝「御言を宣べ伝えなさい。時が良

くても悪くて、それを励み、あくまで寛容な心でよく教えて、責め、戒め、勧めなさい 。」

新共同訳＝「御言葉を宣べ伝えなさい。折が良くても悪くても励みなさい。とがめ、戒め、

励ましなさい。忍耐強く、十分に教えるのです 。」 聖書協会共同訳＝「御言葉を宣べ伝え

なさい。時が良くても悪くても、それを続けなさい。忍耐と教えを尽くして、とがめ、戒

め、勧めなさい 。」 岩波訳＝「御言葉を宣べ伝え、時節が良くても悪くても〔これに〕勤

しみ、〔口答えする者がいれば〕反駁し、誡め、言い聞かせてやりなさい 。」 フランシス

コ会訳＝「み言葉を宣べ伝えなさい。善い時にも、悪い時にも、常にこれに専念しなさい。

忍耐強く絶え間なく教えて、咎め、戒め、励ましなさい 。」 代々の教会は、この聖句に励

まされ、世界宣教に向かった。パウロは、「今や、恵みの時、今こそ、救いの日」と書い

ている。今が、恵みを伝える宣教の時である。 


